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1 ダウンロード
公式サイトから体験版を⼊⼿する

まずは公式サイトから、復旧天使 RAID の体験版をダウンロードします。体験版と製品版は同じファイルで、
ライセンスを登録すると製品版に切り替わります。

公式ダウンロードページ
https://www.recovery-angel.jp/download.html

1 ダウンロードページを開く
recovery-angel.jp/download.html にアクセスします。

2 OSのボタンを選ぶ
「復旧天使 RAID」の Windows / Mac  から、お使いのOSを選びます。

3 ZIPを解凍する
ダウンロードした standard.zip を解凍してから、次のインストールに進みます。

▲ ダウンロードページ（OS別のボタンから取得）
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2 インストール
ソフトをパソコンにインストールする

解凍したインストールプログラムを実⾏し、画⾯の案内に従って進めます。数回クリックするだけで完了し
ます。

1 インストーラーを起動
注意事項を確認し、「次へ」をクリックします。

2 使⽤許諾契約に同意
内容を確認し、チェックを⼊れて「次へ」をクリックします。

3 インストール先を確認
通常はそのまま「次へ」。変更するときは「参照」から選びます。

4 完了
完了画⾯が表⽰されればインストールは終了です。

▲ インストール先の選択画⾯

⚠ 作業前の注意
障害が起きたメディアには、絶対にソフトをインストールしないでください（上書きでデータが消失
する恐れがあります）。
復旧作業には管理者権限が必要です。右クリックから指定も可能です。
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3 メイン画⾯の⾒⽅
起動後の画⾯構成を確認する

起動すると、接続中のディスク⼀覧と詳細情報が表⽰されます。復旧作業はこの画⾯から始まります。まず
は構成を確認しましょう。

1 ローカルディスク
現在パソコンで使⽤中の論理ドライブ（C: など）が上段に表⽰されます。

2 接続されたストレージ
接続されている物理ディスクです。パーティション単位で⼀覧表⽰されます。

3 右側の情報パネル
選択したディスクの容量・ファイルシステムなどの詳細情報を確認できます。

4 上部メニュー
「開く」「更新」「ツール」等のメニューと、右上に設定・ヘルプボタンがあります。

▲ メイン画⾯（左：ディスク⼀覧 ／ 右：詳細情報）

⚠ ヒント
ディスクが⼀覧に表⽰されない場合は、接続を確認して「更新」をクリックしてください。
それでも表⽰されない場合は、ディスクが認識されていない（物理障害）の可能性があります。
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3 RAIDの⾃動再構築
RAID構成ディスクをまとめて認識する

RAIDやNASを構成していたディスクをすべて接続すると、ソフトが構成情報を解析し、RAIDボリュームを
⾃動で再構築して表⽰します。

1 メンバーディスクを接続
RAID・NASを構成していた全てのディスクを取り出し、作業⽤パソコンに接続します（接続順は問いま
せん）。

2 ⾃動再構築を確認
「接続されたストレージ」に再構築されたRAIDボリュームが表⽰されます（RAID 0/1/5/6/10・JBOD
等）。

3 RAIDボリュームを選択
再構築されたボリュームを選択して、次ページのスキャンへ進みます。

▲ 接続されたストレージに表⽰されたRAID構成ディスク

⚠ ヒント
ディスクが1台故障しているRAID5等も、残りのディスクから再構築できる場合があります。
ボリュームが表⽰されない場合は、全てのメンバーディスクが認識されているか確認してください。
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3 ドライブの選択
復旧対象のディスクを選ぶ

「接続されたストレージ」から、復旧したいディスク（パーティション）を選択します。対象を正しく選ぶ
ことが復旧の第⼀歩です。

1 対象ディスクを確認
復旧したいディスクが「接続されたストレージ」に表⽰されているか確認します。

2 パーティションを選択
データが⼊っていたパーティション（NTFSパーティション等）をクリックします。

3 ディスク全体を選ぶ
パーティションが壊れて表⽰されない場合やフォーマットした以前のパーティションを復旧したい場合
は、ディスク名（Drive X）を選択します。

4 情報を確認
右側のパネルで、容量やラベルが復旧対象と合っているか確認します。

▲ 接続されたストレージ（復旧対象のディスクを選択）

⚠ ヒント
似た容量のディスクが複数ある場合は、ラベルや容量をよく確認して選んでください。
復旧対象のディスクには、新しいデータを書き込まないでください。
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3 スキャンの実⾏
ディスクを検索してデータを探す

選択したディスクをスキャンして、削除やフォーマットで消えたデータを探します。設定は通常そのままで
進められます。

1 詳細スキャンを開始
対象を右クリックして「詳細スキャン」を選びます（下部「スキャン開始」でも可）。

2 スキャン領域の確認
「スキャンするストレージ領域の設定」は、通常そのまま「次へ」で進みます。

3 検索対象の確認
「検索するファイルシステム」は⾃動設定されます。通常そのまま「次へ」。

5 スキャン開始
「スキャン開始」をクリックし、進捗バーを確認しながら完了を待ちます。

▲ スキャン実⾏中の画⾯（進捗バーで状況を確認）

⚠ ヒント
エラーが多発する・異⾳がする場合は物理的な故障の可能性があります。
無理に続けず電源を切り、データ復旧サービスへのご相談をおすすめします。
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3 スキャン結果の⾒⽅ ①
フォルダツリーとファイル⼀覧

スキャン完了後、⾒つかったデータがエクスプローラ形式で表⽰されます。左のツリーでフォルダを、右の
⼀覧でファイルを確認します。

1 フォルダツリー
左のツリーでフォルダ構成を確認します。選んだフォルダの中⾝が右側に表⽰されます。

2 ファイル⼀覧
名前・更新⽇時・種類・サイズが表⽰されます。上メニューの「選択の定義」をクリックすると、
チェックボックスで保存対象を選ぶことができます。

3 ステータスアイコン
名前右側の緑アイコンは復旧対象データの正常性を⽰していますが、可能性であり、正常データを保証
するものではありません。

▲ スキャン結果の画⾯（左：ツリー ／ 右：ファイル⼀覧）

⚠ ヒント
フォルダにチェックを⼊れてダブルクリックすると、中の全ファイルにチェックが⼊ります。
もう⼀度ダブルクリックすると、チェックをまとめて外すことができます。
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3 スキャン結果の⾒⽅ ②
検索・プレビューで⽬的のデータを確認

ファイル数が多い場合は、検索・フィルタ機能で⽬的のデータを素早く⾒つけることもできます。保存前の
絞り込みに便利です。

1 クイック検索
右上の検索バーに名前や拡張⼦（例：*.jpg）を⼊⼒すると表⽰を絞り込めます。

2 フィルタオプション
「Ctrl」＋「F」でフィルタ画⾯を開き、サイズ・更新⽇時などで絞り込めます。

3 プレビューで内容を確認
ファイルをダブルクリックするとプレビューが表⽰されます。写真や⽂書の中⾝を保存前に確認できま
す。

▲ フィルタオプション画⾯（Ctrl＋F で表⽰）

⚠ ヒント
スキャン結果は保存しておくと、次回起動時に読み込んで続きから作業できます。
体験版でもスキャンとファイルの確認までは可能です（保存に制限があります）。
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4 ライセンス登録
アクティベーション／オフライン登録（⼿動）・全9ステップ

体験版はデータ保存機能に制限があります。ライセンスを購⼊して登録すると、すべての機能
が使えるようになります。オンライン登録は、ソフトウェア内のライセンス登録ボタンをク
リックするだけで、認証を完了します。以下では、インターネット接続がない環境でも使える
「オフライン登録（⼿動）」の⼿順を説明します。プログラムとホームページを⾏き来しなが
ら登録します。

1 ライセンスのご購⼊
公式サイト（www.recovery-angel.jp）で購⼊できます（要会員登録）。クレジットカード決済の場合は
購⼊後、「認証コードを確認する→」へ進みます。

2 発⾏ページへ移動
マイページの「認証コード確認・発⾏」ボタンをクリックして、ライセンス「発⾏可能ライセンス数：1
個」を確認します。

3 「ライセンス」をクリック
プログラムを起動し、画⾯右上の⼈型アイコン（ライセンス）をクリックします。
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4 ライセンス登録 （つづき）
ソフトウェアIDのコピー〜認証コードの発⾏

4 ソフトウェアIDをコピー
表⽰されたID（WS006F10-… などの英数字）をドラッグして選択し、Ctrl+C でコピーします。

5 ⼊⼒欄に貼り付け
ホームページの発⾏ページに戻り、ソフトウェアID⼊⼒欄に Ctrl+V で貼り付けます。

6 認証コードを発⾏
「認証コード発⾏」ボタンをクリックすると、すぐに発⾏されます。

7 コードをコピー
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発⾏されたコード横の「コピー」ボタンをクリックしてコピーします。



4 ライセンス登録 （つづき）
プログラムへの登録〜完了

8 プログラムに貼り付けて登録
認証コード⼊⼒欄に Ctrl+V で貼り付け、「ライセンス登録」ボタンをクリックします。

9 ライセンス登録完了
「ライセンスのご登録ありがとうございました」と表⽰されれば認証完了です。全機能が使えるように
なります（無償アップデート期間は1年間です）。

▲ 認証コードを貼り付け →「ライセンス登録」

▲ 登録完了メッセージ

⚠ヒント
ライセンス登録は、データをスキャンした後でも⾏えます。体験版でスキャン後、クレジットカード
決済を⾏えば、すぐに認証を完了し、データの保存に移⾏できます。
エラー発⽣時は、⼊⼒した認証コードとエディション（RAID など）が合っているか確認してくださ
い。
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5 データの保存
復旧したデータを別のディスクに保存する

スキャン結果の中から必要なファイルを選んで保存します。保存先には、必ず復旧対象とは別のディスクを
⽤意してください。

1 データをチェック
スキャン結果から、復旧したいファイルやフォルダを選びます。
⼀般的なctrl+aの全選択、shift+クリックの複数選択などの他、上段アイコンメニューの「選択の定義」
を使⽤することで希望データにチェックをいれて選択することもできます。

2 保存ボタンをクリック
ツールバーの「保存」をクリックします。右クリックメニューからも保存できます。

3 別ディスクを指定
保存先は必ず復旧対象と別のディスクを指定します。空き容量も確認してください。

▲ 保存先フォルダの選択（別ディスクを選ぶ）

⚠ 最重要の注意点
復旧データを、復旧対象と同じディスク（パーティション）に保存しないでください。
上書きが発⽣すると、⼆度とデータを復旧できなくなる恐れがあります。

© LIVEDATA 復旧天使 RAID 14



6 サポート
お問い合わせ先とサポート範囲

電話 0120-17-1004 （平⽇ 10:00〜17:00）

フォーム www.recovery-angel.jp/company/inquiry.html

利⽤規約 www.recovery-angel.jp/corporate/eula.html

サポート範囲について
登録および購⼊に関するお問い合わせに対応いたします。復旧作業そのものや、復旧⽅法に関する
サポートは⾏っておりません。必要な場合は、有料のデータ復旧サービスにて対応いたします。
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